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京田辺市女性交流支援ルーム

講演会申込み・問合わせ先 ： 京田辺市女性交流支援ルーム ℡ 65-3709

「パートナーとの関係、安心ですか？

～ 今日からできる！ 心地よいコミュニケーションのコツ！ ～」

（平日：午前１０時～午後６時）

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

《 啓発パネル展 》「 夫婦・恋人間の暴力 」について

暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありません。特に、

配偶者等からの暴力、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、売買春、人身取引、セクシュアルハラスメント等

女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成していく上で

克服すべき重要な課題です。この運動を一つの機会ととらえ、京田辺市は、京都府田辺警察署との共同

主催で、男女共同参画関係団体その他の関係機関との連携、協力のもと、社会の意識啓発など、女性に

対する暴力の問題に関する取組を一層強化することを目的に実施します。

◎日 時 ： 令和４年１１月２５日（金）午後２時～３時３０分 参加無料

◎場 所 ： 京田辺市コミュニティホール

◎定 員 ： ５０名【 要申込み ・ 先着順 ： 11月8日(火）～申込開始 】

◎託 児 ： あり、無料【生後６か月～就学前。申込期限：１１月１８日（金）】

◎実施期間 ： １１月１4日（月）～１１月２５日（金）（土日・祝日除く）

◎場 所 ： 京田辺市役所２階ロビー および 女性交流支援ルーム

《 啓発講演会 》

講 師：柳谷 和美さん （おやこひろば桜梅桃李 代表）

11月１２日～２５日は「女性に対する暴力をなくす運動」週間です

《 街頭啓発 》 ◎日 時 ： １１月１５日（火）午後６時～６時３０分

◎場 所 ： 近鉄新田辺駅前周辺

令和3年度「女性の相談室」の相談件数は３６７件で
した。主な相談の内容は「親子・家庭」に関する相談が
最も多く、次に「夫婦関係」、「こころ」となっています。

「女性の相談室」では、夫婦の問題、子育て、女性に
対する暴力（ドメスティック・バイオレンス、セクシュア
ル・ハラスメントなど）等、女性が生きていく中でのさま
ざまな悩みをお聴きし、あなたとともに考え、次の一歩
を踏み出すためのお手伝いをします。

ひとりで悩まず、ご相談ください。

令和３年度 「女性の相談室」 主訴別相談件数について



〈 京田辺子育て支援者ネットワーク「おててつないで」 〉

～ 毎号１団体を紹介します ～

京田辺の子どもたちの豊かな育ちを応援したいと思っている団体や個人が手をつなぎ、２００６年に発足しました。

これまでに、ニコニコ子育てハッピーセミナーやおててつないでハッピーサロンの中で、絵本作家を招く・楽器の生
演奏を聴く・ママの体ほぐし・親子体操と歌遊びなどを企画してきました。

２００８年～２０１７年には、「子育て・孫育て支援ガイドブック」を毎年発行しました。それが現在京田辺市が発行す
る「京田辺市子育て応援ガイドブック」につながっています。

近年は、京田辺ふれあい夢フェスタで遊びのコーナーを担当したり、
女性交流支援ルームの協催事業で「ママ＆キッズのほっこりひろば」
を開催しています。

令和４年１０月４日には、小児科医を招いて、病気のあれこれ話をし
ていただきました。

京田辺子育て支援者ネットワーク「おててつないで」 info@otete-kosodate.com

子育て支援に興味のある方は、おててつないでにメールして下さい。

さまざまな分野における男女共同参画を推進するため、
性別にとらわれず個性を発揮し、活躍している人を紹介します。
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▲保護司

前川 金春 (まえがわ かねはる) さん

詳
細
版
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！



情報ライブラリーでは、各種情報や資料を収集し、男女共同参画に関する図書、
DVDの貸し出しをしています。その一部をご紹介します。お気に入りの一冊が見
つかるといいですね。

ＤＶＤ

・からだ・こころ ・生き方

・家族・子育て ・仕事

・暴力（ＤＶ・性暴力など）

・男女共同参画・女性学・男性学

・絵本・シリーズもの など

図書はこのように
分類して所蔵して
います。

初めての方は「貸出券」をお作りします。
借りたい図書・ＤＶＤ等を交流スペースにお持
ちください。
ぜひ手にとってご覧ください。

貸出券→→

京田辺市
女性交流支援ルーム
「女性の相談室」
専用ダイヤル

受付時間
月曜日～金曜日
午前10時～ 正午
午後 １時～ ５時

ひとりで悩んでいませんか？フェミニスト・カウンセリングでは、女性の抱える悩みの解決に向けて、
女性のカウンセラーが丁寧にお話を伺い、あなたとともに考えていきます。

１１月１１日（金）北部住民センター
１月２７日（金）中部住民センター

①１０：００～ ②１１：００～ ③１２：００～

▷ 出張相談（１１月、１月）

ご利用にあたり、予約が必要ですので、「女性の相談室」にお電話ください。料金は無料です。

▷ 相談（定期・臨時） 場所 女性交流支援ルーム
１１月 ４日（金）・11月１７日（木）
１２月 １日（木）・１２月１５日（木） ・ １２月２３日（金）

１月 ５日（木）・ １月１９日（木）

▷ 法律相談 場所 女性交流支援ルーム

１１月16日（水）・１２月２8日（水）・１月２5日（水）

本

『 死ぬまでにしたい１０のこと 』

監督・脚本 イザベル・コヘット
出演 サラ・ポーリー、他

アンは２３歳。家族は失業中の夫と二
人の娘。すぐ側にママも住んでいる。
パパはもう１０年も刑務所にいる。ある
日突然、腹痛に倒れて病院で検査を
受けると、「あと２ケ月の命」と宣告さ
れる。家族にも誰にも話さない。そう決
めたアンは、深夜のカフェで独り、「死
ぬまでにしたいこと」リストを作る。そ
れは１０項目のリストになった。その日
から始まったアンの死ぬための準備。
それは同じことの繰り返しだった毎日
を生き生きと充実した瞬間に変えてい
った。しかし、その時は刻一刻と近付
いていた・・・。

『 暴力を受けていい人はひとりもいない
ＣＡＰ（子どもへの暴力防止）とデートＤＶ
予防ワークショップで出会った子どもたち
が教えてくれたこと 』

阿部 真紀 (著)

「自分の気持ちを大切にすること」、これが
「人権」に気づく第一歩。子どもへの虐待・
いじめ・デートＤＶに取り組んだ２０年の記録。

『１３歳、「私」をなくした私
性暴力と生きることのリアル 』

山本 潤（著）

13歳から7年間、実の父親から性暴力
を受けていた。消えては現れるトラウマ症
状・・・性暴力は一人の女性にどのような
影響を残すのか。約30年にわたる葛藤
と再生の記録。110年ぶりの刑法改正
の後押しになった話題の書籍がついに
文庫化。

①１３：３０～ ②１４：３０～ ③１５：３０～

①１３：３０～ ②１４：００～ ③１４：３０～



図書等を借りることができます！

市内在住・通勤・通学の方なら、どなたでも図
書等を借りることができます。
図書は、お一人２冊２週間まで
ビデオ（ＤＶＤ）は、お一人１本１週間まで

開室日 月曜日～金曜日

開室時間 午前１０時から午後６時まで

休室日 土・日・祝日 年末年始

アル・プラザ京田辺休業日

アクセス ＪＲ 京田辺駅すぐ

近鉄 新田辺駅 徒歩５分

（アル・プラザ京田辺２階）
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地図

京田辺市 市民部 人権啓発推進課

京田辺市女性交流支援ルーム「ポケット」

TEL/FAX 0774-65-3709（直通）

〈相談専用〉TEL 0774-65-3727

アル･プラザ
平面図

こちらが
女性交流支援ルーム
「ポケット」です。２

階
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子ども服
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手
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婦人服

紳士服

婦人服 婦人服

婦人服

カジュアル

紳士服

インナー
・靴下

「女性の相談室」
女性が生きていく中でのさまざまな悩みをお聴きし、あなたとともに考え、次の一歩を踏み出す
ためのお手伝いをします。一人で悩まず、安心して、ご相談ください。秘密は厳守します。

一般相談（予約不要）

月曜日～金曜日

午前1０時～正午
午後 １時～５時

専門相談（要予約）
（フェミニスト・カウンセリング）

毎月第1・3木曜日
奇数月第１水曜日
午後1時30分～4時30分

法律相談（要予約）

毎月第4水曜日

(祝日の場合は第３水曜日)
午後1時30分～3時

受付時間
月曜日～金曜日
午前10時～午後5時

「女性の相談室」
専用ダイヤル

料金は無料です。まずはお電話ください。

情報ライブラリー 交流スペース

市民のみなさんの交流の場等に

ご利用できます！

情報ボックスのご利用については、登録が必要
になります。
※団体やグループでの利用について、くわしく
は女性交流支援ルームにお問い合わせください。※くわしくは女性交流支援ルームにお問い合わ

せください。


